
報 告 事 項 １  

 

「 第 ８ 回 神戸 マ ラソ ン 」 応 募 状 況 等に つ い て  

「 第 ８ 回 神戸 マ ラソ ン 」 応 募 状 況 等に つ い て 、以 下 のと お り 報 告す る 。  

平 成 30年 ７月 23日提 出  

                神 戸 市 教 育委 員 会    

教 育 長  長  田   淳   
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第 ８ 回 神 戸 マ ラ ソ ン の 応 募 状 況 等 に つ い て  

 

１  ラ ン ナー 応 募総 数   75,140人（ 昨 年 度  75,048人 ）  

 

〔 内 訳 〕                  ※ （    ） 内 は昨 年 度実 績  

 

〔 主 な 特 別枠 の 応募 数 〕  

 

※被災地枠：東日本大震災被災地から 852人  

熊本地震被災地から 384人  

※障がい者枠： 308人  

※海外居住者枠： 1,386人  

 

２  日 程  

 

  ４ 月 ２日    「 神 戸 マラ ソ ン応 援 ラ ン ナー 枠 」の み 先 着 受付 開 始  

  ４ 月 ５日    一 般 枠 ・特 別 枠の 募 集 開 始（ ～ ５月 14日 ）  

  ６ 月 12日     抽 選 結 果を 応 募 者に Ｅ メ ー ルで 通 知  

７ 月 ４ 日      当選 者 参 加 料入 金 締め 切 り  

７ 月 ４ 日    海 外 居 住 者 枠募 集 締め 切 り  

種目 定員
応募総数

a
倍率 区分 人数 細区分 人数  b 組数

構成比
b/a

出走予定
人数

２人
7,048

(7,454)
3,524

(3,727)
9.4%

(9.9%)
1,880

３人
3,135

(3,492)
1,045

(1,164)
4.2%

(4.7%)
840

64,957
(64,102)

86.4%
(85.4%)

17,280

ｸﾞﾙｰﾌﾟ
10,183

(10,946)

マラソン
20,000

(20,000)
75,140

(75,048)
3.76

(3.75)

個人
64,957

(64,102)

特別枠 応募総数
定員

対象者数
倍率

神戸マラソン
応援ランナー枠

350
(200)

350
(200)

－

シード枠
330

(333)
428

(426)
－

年代別
チャレンジ枠

4,958
(4,475)

2,000
(2,000)

2.48
(2.24)

2,000人当選

キラキラ女子
ランナー枠

4,097
(3,769)

500
(500)

8.19
(7.54)

500人当選

神戸マラソン
初出場枠

29,858
(30,478)

2,000
(2,000)

14.93
(15.24)

2,000人当選

備考

350人先着順

申込者は全員当選

ダ
ブ
ル
抽
選
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  10月 中旬       参 加 案 内の 通 知 （大 会 ホ ー ムペ ー ジに 掲 載 ）  

10月 中 下 旬   交通 規 制 の お知 ら せ配 布  

10月 下 旬    横断 幕 ・ 案 内看 板 の設 置  

11月 16･17日   参加 受 付 （ 神戸 国 際展 示 場 ）  

11月 18日     第 ８ 回 神 戸 マラ ソ ン  

 

３  ボ ラ ンテ ィ ア応 募 状 況  

 

(１ ) 募 集人 数 ： 7,200人 （ 団体 、 個人 の 合 計 ）  

(２ ) 募 集開 始 ：団 体 ４ 月 20日 ～ 、個 人 ５ 月 18日 ～ （い ず れ も 先着 順 ）  

        （ ７ 月 ９ 日募 集 締め 切 り ）  

(３ ) 応 募状 況 ： 7,283人  

内 訳 （ 団 体） 186団 体    6,608人   

（ 個 人 ）            675人   
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第 ８ 回 神 戸 マ ラ ソ ン の 開 催 準 備 状 況 に つ い て  

 

Ⅰ  第 ８ 回 大 会 の 重 点 項 目  

 

１  マ ラ ソン ラ ンナ ー ２ 万 人に 対 応し た 安 全 ・安 心 な大 会 運 営 の充 実  

 

(１ )ウ ェ ーブ ス ター ト の 継 続実 施  

「 道 幅 が 狭い 」とい う ラ ン ナー か らの 声 が あ る中 、スタ ー ト 付 近や コース

沿 道 の 混 雑緩 和 を図 り 、定 員２ 万 人に 対 し て 、よ り 安全 で 効 率 的な 運 営を 行

う た め 、 時間 差 スタ ー ト を 継続 実 施す る 。  

(２ )ス タ ート ブ ロッ ク の 適 正化  

ス ピ ー ド ラン ナ ーグ ル ー プ を先 頭 に配 置 し 、過 去 ２ 年以内 の ベ ス トタ イ ム

及 び 、予 想タ イ ムの 精 査 を 行う と とも に 、タ イム に 応じ た 適 正 なブ ロ ック 割

を 行 い 、 ラン ナ ーの 安 全 を 確保 す ると と も に 、記 録 の向 上 を 狙 う。  

(３ )ラ ン ナー サ ービ ス の 充 実  

①  コ ー ス上 の 仮設 ト イ レ の基 数 を工 夫 す る 。  

②  給 水 ・給 食 の効 果 的 な 配置 と 数量 を 準 備 する 。  

(４ )マ ナ ーア ッ プの 啓 発  

競 技 上 の マナ ー 等を 、大 会ホ ー ム ペー ジ や EXPO、ス ター ト 地 点 や給 水所等

で 等 で 積 極的 に 啓発 し ､大 会の 質 の 向上 を 図 る 。  

(５ )救 護 ・警 備 体制 の 充 実  

＜ 第 ８ 回 大会 で の新 規 対 策 ＞  

  ①  まち か ど救 急 ス テ ーシ ョ ンの 活 用  

    固定 AED隊及 び 自 転 車 AED隊 に加 え 、まち か ど 救急ス テ ー シ ョン と して

登 録 の あ る、 コ ース 沿 道 付 近の AEDを活 用 し 、 心肺 停 止事 案 へ の 対応 の

充 実 を 図 る。  
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＜ 従 来 か らの 継 続対 策 ＞  

①  重 症 事案 へ の対 応  

    競技 中 に発 生 す る 重症 事 案に 迅 速 に 対応 す るた め 、競 技役 員 、ボラ ン

テ ィ ア 、救 護 スタッ フ 各 々 の役 割 分担 の 確 認、相 互連携 を 強 化 し、救護

体 制 の 充 実を 図 る。  

  ②  緊急 時 対応 訓 練  

    緊急 時 対応 マ ニ ュ アル を 基に 、災 害や 大 事故 、テ ロ な ど の発 生、重 症

事 案 へ の 対応 を 想定 し た 初 動体 制 の訓 練 を ９ 月 14日 (金 )に 行 い 、大 会 関

係 者 へ 対 応フ ロ ーの 周 知 徹 底を 図 り、 危 機 管 理意 識 を高 め る 。  

 

２  国 際 陸上 競 技連 盟 「 ブ ロン ズ ラベ ル 」 の 取得  

 

  第 ７ 回大 会 終了 後 、大 会レ ポ ート を 国 際 陸上 競 技連 盟 (IAAF)に 提 出。第 ８

回 大 会 は ブロ ン ズラ ベ ル を 取得 し た。  

 

(１ )国 際 陸上 競 技連 盟 （ IAAF） ロ ード レ ー ス ラベ ル の内 容  

・2007年 に 国 際 陸上 競 技 連 盟 (IAAF)が 国 際 マ ラソ ン・デ ィ ス タ ンス レ ース 協

会 (AIMS)と共 同 し て 設 定 し た国 際 ロー ド レ ー ス規 格  

・ ロ ー ド レー ス ラベ ル を ゴ ール ド 、シ ル バ ー 、ブ ロ ンズ に 分 類  

・ ラ ベ ル ごと に 異な る 基 準 設定 が あり 、 ク リ アし た 基準 の ラ ベ ルを 取 得  

(２ )ブ ロ ンズ ラ ベル 取 得 の 主な 条 件  

  ・ 国 際エ リ ー トラ ン ナ ー とし て 2016年 １ 月 １日 以 降 に男 子 ２ 時 間 13分 45秒

以 内 、女 子２ 時 間 36分 30秒 以 内の 公 式記 録 を 持 つ男 女 各６ 名 を ４ か国 以 上

か ら 招 待 しな け れば な ら な い。  

   ※ エリ ー ト ラン ナ ー が レー ス を完 走 し な かっ た 場合 、 エ リ ート ラ ンナ ー

と し て の 数に 入 れる こ と が でき な い。  

  ・ 選 手に 付 帯 する 宿 泊 、 食事 、 旅費 、 出 場 料等 の 経費 を 支 払 う。  

  ・ ド ーピ ン グ 検査 は 、 IAAFの ア ンチ ド ー ピ ング の 規程 に 従 っ て行 う 。  
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(３ )ラ ベ ル取 得 の目 的  

①  他 大 会と の 差別 化  

大 阪 マ ラ ソン や 京都 マ ラ ソ ンな ど 近畿 圏 内 で 開催 さ れて い る 他 大会 も

ラ ベ ル を 取得 し てお ら ず 、国 内で は 東京 マ ラ ソ ンな ど 選考 レ ー ス を中 心 に

10大 会 の みの 取 得と な っ て いる こ とか ら 、ブ ロ ンズ ラ ベル を 取 得 する こ と

で 、 近 年 開催 が 増加 し て い る他 大 会と の 差 別 化を 図 るこ と が で きる 。  

②  大 会 の国 際 性と 認 知 度 の向 上  

ラ ベ ル を 取得 し てい る 大 会 は世 界 で約 100大 会あ り 、 マラ ソ ン 大 会情 報

誌 「 Distance Running」（ AIMSと IAAFが世 界 の ラ ンナ ー 向け に 年 間 100万 部

発 行 ）や IAAFの ホー ム ペ ー ジに ラ ベル 取 得 大 会と し て掲 載 さ れ るた め 、海

外 ラ ン ナ ーに も「走 っ て み たい 大 会」と し て 認 知 される 。大 会 の 認 知度が

向 上 す る こと で 、イ ン バ ウ ンド の 増加 や 地 域 活性 化 の寄 与 と と もに 、企業

等 へ の 評 価向 上 の効 果 も 期 待で き る。  

③  大 会 の競 技 性の 向 上  

ラ ベ ル を 持つ レ ース を 走 る こと を 目標 に す る ラン ナ ーや 、エ リ ー トラ ン

ナ ー が 増 加す る こと で 、 競 技性 の 向上 を 図 る こと が でき る 。  

 

３  Ｍ Ｃ Ｃ（ マ ラソ ン チ ャ レン ジ カッ プ ） へ の参 加  

 

(１ )MCCの理 念  

  ト ッ プエ リ ート 層 は も ちろ ん 、準 エ リ ー ト層 の 強化 も 目 指 し、さ らに は 市

民 ラ ン ナ ー層 を 活性 化 し 走 る裾 野 を広 げ る こ と。長 野マ ラ ソ ン（ ブ ロ ンズ ラ

ベ ル 取 得 大会 ） をは じ め と する 、 国内 40大 会 が参 加 して い る 。（平 成 30年４

月 現 在 ）  

 

  



6 

 

(２ )MCCへの 参 加 理由  

  第 ８ 回神 戸 マラ ソ ン は 、 IAAFブロ ン ズ ラ ベル を 取得 し 、「 国際 的 で 競技 性

の 高 い レ ース 」と「市 民 ラ ン ナー も 楽し む こ と がで き るレ ー ス」を 兼 ね備え

た さ ら に 魅力 あ る大 会 を 目 指し て おり 、 MCCの理 念 と 神戸 マ ラ ソ ンの 目 標が

一 致 し た ため 。  

 

(３ )MCCの提 供 サ ービ ス  

①  １ 億 円ア ワ ード  

  日 本 記録 を 更新 し た 選 手（ 男 女各 1名 ） に「 １ 億 円」 の 賞 金 を授 与  

   ※ 一般 社 団法 人 日 本 実業 団 陸上 競 技 連 合の マ ラソ ン 特 別 強化 プ ロジ ェ

ク ト 「 Project EXCEEDⓇ 」 と 共 同運 用  

※ 対 象 選 手： 日 本陸 上 競 技 連盟 へ 登録 済 み の 日本 人 選手  

【 参 考 】 男子 日 本記 録 ： 2ﾟ06'11"、女 子 日 本 記録 ： 2ﾟ19'12" 

②  市 民 アワ ー ド  

〔 賞 金 部 門〕  

神 戸 マ ラ ソン の 大会 記 録 を 更新 し 優勝 を 達 成 した 選 手（ 男 女 各 １人 ）に

「 最 高 100万 円 」 の賞 金 を 授 与  

金 額  男 子 更 新 記録  女 子 更 新 記録  

100万 円  2ﾟ09'59"以 内  2ﾟ24'59"以内  

50万 円  2ﾟ10'00"～ 2ﾟ14'59" 2ﾟ25'00"～ 2ﾟ34'59" 

  ※ 対 象選 手 ：日 本 陸 上 競技 連 盟へ 登 録 済 みの 日 本人 選 手  

※ 神 戸 マ ラソ ン 大会 記 録  

   男 子： 2ﾟ12'49"、 女 子： 2ﾟ33'14" 

〔 顕 彰 部 門〕  

４ つ の 特 別記 録 証（ WEB版 ）を 発 行  

    ・男 子 ：サ ブ ３ （ ３時 間 以内 で 完 走 した 者 ）  

    ・女 子 ：サ ブ ３ ． ５（ ３ 時間 30分 以 内で 完 走し た 者 ）  

    ・初 フ ルマ ラ ソ ン 完走 者  

    ・自 己 ベス ト 記 録 更新 者  
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４  ３ つ の大 会 コン セ プ ト の具 現 化  

 

(１ )チ ャ レン ジ マイ ン ド ［ ラン ナ ーが 自 ら 挑 戦し 続 ける た め の 取り 組 み］  

①  神 戸 マラ ソ ン応 援 ラ ン ナー 枠  

兵 庫 県 ま たは 神 戸市 に 10万 円以 上「ふ る さ と 納税 」をさ れ た 方 に出 走 権

を 進 呈  

②  シ ー ド枠  

  自 己 記録 更 新を 目 指 す ラン ナ ーを 応 援  

③  年 代 別チ ャ レン ジ 枠  

  継 続 して ト レー ニ ン グ を積 ん でい る 市 民 ラン ナ ーを 応 援  

④  キ ラ キラ 女 子ラ ン ナ ー 枠  

  マ ラ ソン へ の参 加 で 自 分に チ ャレ ン ジ す る女 性 ラン ナ ー を 応援  

⑤  神 戸 マラ ソ ン初 出 場 枠  

  神 戸 マラ ソ ンに 初 め て チャ レ ンジ す る ラ ンナ ー を応 援  

⑥  神 戸 マラ ソ ン・ ジ ャ パ ント ッ プ８ 入 賞 者 表彰 制 度  

   国 内居 住 者の う ち 、 前 回 大 会 の 男 女 ８ 位 ま で に 入 賞 さ れ た 方 を 表 彰 し 、

今 大 会 の 招待 選 手と し て 招 聘  

⑦  連 続 入賞 者 表彰 制 度  

   第 ６回 大 会以 降 、３年 連 続 で総合 ま た は 年代 別 ８位 ま で に 入賞 さ れた 方

を 表 彰 （ 表彰 は 第８ 回 大 会 から ）  

   大 会参 加 への モ チ ベ ーシ ョ ン向 上 を 図 るた め 、当 制 度 を 大会 前 に周 知  

 

(２ )ホ ス ピタ リ ティ マ イ ン ド［ 大 会の 魅 力 化 ・ブ ラ ンド 化 の 促 進］  

  神 戸 マラ ソ ン実 行 委 員 会構 成 団体 、ス ポン サ ー 等が実 施 す る イベ ン トと タ

イ ア ッ プ した PRの実 施 に よ り、 大 会当 日 に 向 け、 一 層の 機 運 醸 成を 図 る。  

ま た 、スポ ー ツ ツー リ ズ ム の観 点 から も 、神戸 マ ラ ソン の 個 性 化を 図り魅

力 あ る も のに す るた め 、兵 庫・神 戸の街 の 特 性 (ジ ャ ズ・ス イ ー ツ・グ ル メ ・

フ ァ ッ シ ョン ほ か )を 活 か し たプ ロ グラ ム を 継 続し て 実施 し 、 大 会の ブ ラン

ド 化 に 努 める 。  

新 規  

初 表 彰  
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さ ら に 、県 ･市の 関係 部 局 、外 郭 団体、国 際 ･観 光 関係 団体 と も 連 携し 、国

内 外 に 住 む外 国 人へ の PRに も努 め 、大 会 へ の 参加 を 促進 し 、イ ンタ ー ナシ ョ

ナ ル な 大 会を 目 指す 。  

ま た 、兵庫 県 内 各地で 開 催 さ れて い る公 認 マ ラ ソン 大 会で の 成 績 優秀 者 を

神 戸 マ ラ ソン に 招待 し 、 相 互の 連 携を 深 め る 取り 組 みを 行 う 。  

①  海 外 誘客 対 策  

＜ 第 ８ 回 大会 で の新 規 対 策 ＞  

・韓 国の 済 州 国際 観光 マ ラ ソ ン（ ５月 27日 開 催）で、神 戸 観光 局 と 連 携し て 、

大 会 情 報 を現 地 で PR 

・タ イ で の 神 戸 観光 局 の ネ ット ワ ーク 拠 点 会 社へ 委 託し 、現 地 旅行 社 等で 大

会 PR情 報 を発 信  

・ポ ー ラ ン ド ラ ンニ ン グ 協 会と 連 携し 、同 協 会ホ ー ムペ ー ジ へ 神戸 マ ラソ ン

の 大 会 バ ナー を リン ク 掲 載 し、 大 会情 報 を 発 信  

・熊 本 城 マラ ソ ン、東 北・み やぎ 復 興マ ラ ソ ン のホ ー ムペ ー ジ へ 神戸 マ ラソ

ン の 大 会 バナ ー をリ ン ク 掲 載し 、 大会 情 報 を 発信  

・フ ォ ロワ ー の 多い海 外 向 け の民 間 SNS媒 体 へ PR写真 及 び動 画 掲 載 を委 託 し 、

東 南 ア ジ ア等 向 けに 大 会 情 報を 発 信  

※ 海 外 居 住ラ ン ナー 応 募 数 ： 1,386人  

  （ 第 ７回 大 会応 募 数 ： 1,313人 、出 走 数 ： 1,148人 ）  

 

＜ 従 来 か らの 継 続対 策 ＞  

・ 公 式 の イン ス タグ ラ ム に より 大 会情 報 を 発 信  

・ 多 言 語 字幕 付 PR動 画 を 作 成し 、 動画 サ イ ト 「 YouTube」 で 公 開  

・ 海 外 の ラン ニ ング 専 門 誌 「 Distance Running」 に エ ント リ ー 情 報を 掲 載  

・ JTBス ポー ツ ス テー シ ョ ン (JSS)会 員向 け に 、 大会 PRメー ル の 配 信  

・ 日 本 政 府観 光 局 (JNTO)海 外現 地 事 務所 等 で の 大会 情 報の 発 信  

・（ 一 財 ）神 戸 観 光局 や 在 神 の領 事 館、 外 国 政 府事 務 所、 外 国 人 団体 等 との

連 携 に よ る PR 

・ 海 外 兵 庫県 人 会を 通 じ た 大会 情 報の 発 信  
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・ ゴ ー ル ドコ ー スト マ ラ ソ ンで 大 会 PRブ ー ス を出 展  

・ 台 湾 、 韓国 、 香港 等 で の 観光 プ ロモ ー シ ョ ン等 で の PRチ ラ シ の配 布  

・海 外 居 住 ラ ン ナー の 応 募 を先 着 順と し 、同 時入 金 によ り エ ン トリ ー が確 定

す る 方 式 を採 用 。募 集 期 間 を７ 月 ４日（ 水 ）ま で に 延長 し 、宿 泊 予 約サイ

ト へ の 案 内も 実 施  

②  「 神 戸マ ラ ソン ・ シ リ ーズ イ ベン ト 」 の 認定  

兵 庫 県 内 で実 施 され る 神 戸 マラ ソ ンの PR、開 催 機運 の 盛り 上 げ に 寄与 す

る 事 業 を 公募 し 、内 容 審 査 の上 、「 神戸 マ ラ ソ ン・ シ リー ズ イ ベ ント 」 と

し て 認 定 する こ とで 、 当 該 事業 と タイ ア ッ プ した 大 会 PRを 実 施 する 。  

・ イ ベ ン ト主 体 ：神 戸 マ ラ ソン 主 催者 、 実 行 委員 会 構成 団 体 、  

ス ポ ン サ ー等  

   ・ 対象 期 間： 10月 １ 日か ら 11月 18日 (大会 当 日 )ま で  

・内 容：認 定イ ベ ント 事 業 名 称へ の「 神戸 マ ラ ソ ン・シリ ーズ イ ベ ン ト」

呼 称 の 付 記 (イ ベ ント 告 知 印 刷物 、看板 類 等 )と 、特 典 とし て の 大

会 ホ ー ム ペー ジ 等で の 認 定 事業 の 紹介  

③  ジ ャ ズイ ベ ント  

ジ ャ ズ 演 奏に よ る沿 道 応 援 の充 実 を図 る と と もに 、「 ジャ ズ の 街 神戸 」

ら し い お もて な しを 行 う 。  

④  神 戸 スイ ー ツの 提 供  

兵 庫・神 戸ゆ か りの 洋 菓 子・和 菓 子を ラ ン ナ ーへ の おも て な し とし て 提

供 す る 。  

⑤  グ ル メ広 場  

EXPOに グ ルメ エ リア を 設 置 し、 多 彩な グ ル メ ブー ス を出 展 す る 。  

⑥  お し ゃれ ラ ンナ ー 賞  

EXPOに「 お しゃ れラ ン ナ ー ブー ス 」を 設 置 し 、おし ゃれ ラ ン ナ ー賞 の エ

ン ト リ ー を受 け 付け 、「 フ ァッ シ ョ ン都 市 神 戸 」の 魅 力を 発 信 す る。  

⑦  絵 手 紙に よ るラ ン ナ ー 応援  

地 元 の 小 学生 等 によ る 絵 手 紙メ ッ セー ジ カ ー ドを ラ ンナ ー 全 員 へ贈 る 。  
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⑧  海 上 から の 応援  

漁 船 及 び 神戸 市 消防 艇 等 に よる 応 援放 水 な ど で大 会 を盛 り 上 げ る。  

⑨  地 場 産業 と の連 携  

ラ ン ナ ー 等へ の 真珠 製 品 、淡 路瓦 製 品、灘 五 郷 の 清酒 等 の提 供 を は じめ 、

完 走 メ ダ ルの リ ボン 、フ ィ ニ ッシ ュ テー プ に 神 戸タ ー タン デ ザ イ ンを 使 用

す る な ど 、兵 庫 ・神 戸 の 地 場産 業 と連 携 し た 取り 組 みを 続 け る 。  

⑩  被 災 地交 流 事業  

ス タ ー ト セレ モ ニー に お い て、高 校生 に よ る 合唱 を 行う な ど し て、東 日

本 大 震 災 被災 地 等と の 交 流 を図 る 。  

⑪  県 政 150周 年 記念 事 業  

大 会 広 報 物 (ポ ス ター 、募 集 パン フ レッ ト 等 )、ラ ン ナ ー配 布 物 (参加 賞 T 

シ ャ ツ 、 フィ ニ ッシ ャ ー タ オ ル 等 )に 県 政 150周 年 記 念 の ロ ゴ を 使 用 す る 。 

⑫  「 KOBE MARATHON HYOGO MAJORS」  

平 成 29年 ４月 ～ 平成 30年 ３ 月ま で の期 間 中 に 、兵庫 県 内で 実 施 さ れた 公

認 マ ラ ソ ン６ 大 会か ら 成 績 優秀 者 男女 各 １ 人 、計 12人 を神 戸 マ ラ ソン に 招

待 す る 。ま た、６ 大会 事 務 局 の各 ホ ーム ペ ー ジ で互 い のバ ナ ー を 掲載 す る

な ど 、 連 携し た マラ ソ ン 大 会の 広 報を 行 っ て いる 。  

⑬  「 記 録速 報 」ダ ウ ン ロ ード サ ービ ス  

大 会 当 日 に完 走 者全 員 が「 記録 速 報 」を PDF形 式で ダ ウ ンロ ー ド が 可能 。  

   ※ 順位 の 記載 さ れ た 「完 走 証 」 は 12月 中 旬 か ら ダ ウ ン ロ ー ド 開 始 予 定 。 

 

  

新 規  

新 規  

新 規  

（ イ メ ー ジ 図 ）  
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(３ )ボ ラ ンテ ィ アマ イ ン ド ［震 災 復興 の 教 訓 と感 謝 を国 内 外 に 発信 ］   

①  感 謝 と友 情 のひ ま わ り  

ス タ ー ト セレ モ ニー に お い て 、ラ ンナ ー「 ２ 万 人で 咲か せ る『 感 謝と 友

情 』の ひま わ り」と「 し あ わせ 運 べる よう に 」の合 唱 を引 き続 き 実 施 する 。  

さ ら に 、震災 復 興の 象 徴 で ある 、ひま わ り の 花を イ メー ジ し た 黄色 の 手

袋 を ボ ラ ンテ ィ アや 大 会 関 係者 、沿道 応 援 者 に配 布 する と と も に 、黄 色の

手 作 り 応 援グ ッ ズの 自 発 的 な作 成 をホ ー ム ペ ージ 等 で呼 び か け 、コー ス 沿

道 に ひ ま わり が 咲い て い る よう な 一体 感 の あ る取 り 組み「 み ん な で咲 か せ

る 『 感 謝 と友 情 』の ひ ま わ り」 を 継続 し て 実 施す る 。  

 

②  通 訳 ボラ ン ティ ア の 募 集  

年 々 増 加 する 海 外か ら の ラ ンナ ー に対 応 す る ため 、通 訳 (英 語・中 国語 ・

韓 国 語 )ボラ ン テ ィア を 幅 広 く募 集 した 。  

通 訳 ボ ラ ンテ ィ アで あ る こ とが 一 目で 分 か る よう に 目印 を 付 け 、より ス

ム ー ズ な 運営 を す る 。  


